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  本校は、昨年度開校 40 周

年を迎えました。節目の 50
周年に向けて、企業・業界

団体との連携を軸に、より

質の高い教育を目指しま

す。さらに、文部科学省が

推進する高度職業実践の高

等教育機関創設という将来展望に対し、柔軟に対処

できるよう、将来性を意識した学校運営に取り組ん

で参ります。

重点施策としては、

１．業界団体の意見や要望に応え得る人材育成のた

めに、職業人育成に主眼を置き、教育内容の改善

を行います。

２．「職業実践専門課程」を有する学校として、業

界団体等が行う技術研修への教員派遣を積極的

に進め、教員の資質向上に努めます。

３．より実効性のある教育体制を構築するために、

教員組織の改善に取り組みます。

４．変遷する社会のニーズを真摯に受け入れるべく

組織した将来構想検討会議の協議・検討内容を校

内組織に浸透していきます。

５.本校の価値を伝えるという意識を全教職員が共

有し、学校ブランディング効果を上げます。

岡山理科大学専門学校 校長 村岡 正

平成２８年度 事業計画

建築と動物そして水生生物のスペシャリスト

を養成。 学生、保護者、学校、地域、関連業

界の皆様に支持され愛される学校を目指しま

■全学科の「職業実践専門課程」認定に向けて

・トリミング学科とドッグトレーニング学科の

再・改編を行い、申請条件をクリアできるよう具

体的な取り組みを行う。

・既存認定学科の更なる教育の質向上に努め、認

■全学科の「職業実践専門課程」認定に向けて

(1) トリミング学科とドッグトレーニング学科の

再・改編を行い、申請条件をクリアできるよう具

体的な取り組みを行います。

(2) 既存認定学科の更なる教育の質向上に努め、認

定効果を広く PR して、学校の存在価値と評価を高

めます。

■教育課程の再編

(1) 全学科の教育課程変更に伴うシラバスの改定を

行います。

(2) 動物看護学科３年制(高度看護医療・臨床検査コ

ース)において、動物医療機関と協力して動物の各

種臨床検査の実務教育充実を図ります。

■産官学連携の教育

(1) 関連団体等主催の各種研修会への教職員派遣を

推進し、最新の技術や知識を修得させ、教員個々

の研究力向上を図ります。

(2) 校内倫理委員会を設け、獣医療研究を推進しま

す。

岡山理科大学専門学校

研究の充実

す。

教育の充実
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■生活支援

(1) カウンセラーの在校頻度を高め、学生の心のケ

アサポートに努めます。

(2) 学校便り（ＲｉＳＥＮ通信）を年２回発刊し、

保護者へ郵送することで、保護者の学校理解を促

進します。

■修学支援

(1) 資格試験に向けた補講・補習に努めます。

(2) チューター制を活かした学習相談の充実を図り

ます。

■就職支援

(1) 一部の学科にはカリキュラムの中にキャリアデ

ザインを開講し、職業人意識の高揚を図ります。

(2) インターンシップを促進し、就職のミスマッチ

をなくすと共に就職の機会を拡大します。

(3) 卒業生の就職先を訪問し、事業者と卒業生の声

に耳を傾け、早期離職者の低減に努めます。

・ 就職活動ガイダンス

1年生

４月
キャリア教育講座

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ講座(1)(動物看護)

６月

職業理解と労働法規講座

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ講座(1)(ﾄﾘﾐﾝｸﾞ､ﾄﾞｯｸﾞ

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ)

12月 履歴書の書き方講座(1)(ｱｸｱﾘｳﾑ)

１月

履歴書の書き方講座(1)(建築、動

物看護、ﾄﾞｯｸﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ﾄﾘﾐﾝｸﾞ)

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ講座(1)(ﾄﾘﾐﾝｸﾞ､ｱｸｱﾘｳ

ﾑ)

２月 合同企業説明会参加ﾏﾅｰ講座(1)

2年生

４月

履歴書の書き方講座(2)(建築)

面接講座

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ講座(2)(動物系各学

科)

５月
合同企業説明会参加ﾏﾅｰ講座(2)

内定礼状の書き方講座(ﾄﾘﾐﾝｸﾞ)

2年生
６月

内定礼状の書き方講座(建築、動

物看護、ﾄﾞｯｸﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ｱｸｱﾘｳﾑ)

７月 合同就職面接会参加ﾏﾅｰ講座(3)

■留学生支援

日本語教科書の読解のサポートと日常生活支援に

努めます。

■地域動物医療への貢献

校内の臨床検査室を充実させ、地域の動物病院か

らの各種臨床検査要望に応えます。

■地域との交流

地元地域の行事に積極的に参画し、学生によるボ

ランティア活動を推進します。

■施設の充実

(1) 学生利用施設の点検・補修に努め、快適な生活

環境の充実を図ります。

(2) 学校入り口の環境美化を実践します。

■受験生との接触機会の拡大

(1) 資料請求実績の高い地域・高校での進学説明会

へ参加し、直接的なＰＲを行います。

(2) ＳＮＳなどを利用したスマートフォン向けの情

報発信を行います。

(3) 高い就職実績と資格取得率のタイムリーな情報

を発信します。

(4) 社会人学生の受入を推進するために、有効な媒

体を精査し活用していきます。

社会連携・社会貢献

学生支援

学生の受入

教育研究環境
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(5) オープンキャンパスにおいて、在校生を活用し

た学校ＰＲの強化を目指します。

(6)全教職員で広報活動を展開します。

(7)志願者動向を踏まえ、募集定員の見直しを行いま

す。

■ＦＤ・ＳＤ

(1) 校内教職員研修規定に則り、教職員研修を推進

し、教職員の資質向上と人脈の拡張に努めます。

(2) コンプライアンスの徹底を図ります。

(3) 本校の価値を測定し、価値を高める施策により、

教職員の学校ブランド意識の共有化を図ります。

■効率よい授業展開

授業担当者の見直しを進め、校内の人的資源を有

効に配置することで、教育内容の向上に努めます。

４月８日 入学式

４月９日
１１､１２日

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（夜間部）
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（昼間部）

４月１１日
  １４日

授業開始（夜間部）
授業開始（昼間部）

６月１６日 球技大会

７月１８日
～８月２１日

夏季休暇
（夜間部 8/1～）

９月 ５日
～１０日

前期末試験

９月２８日
後期授業開始
（夜間部 10/3～）

１０月２２日
   ２３日

Ｒｉｓｅｎ祭

１２月２４日
～１月５日

冬期休暇

１月３０日
～２月３日

後期末試験
(夜間部 2/14～18）

３月２０日 卒業式

その他の取組

内部質保証

主な行事予定
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■在籍学生数  

■教職員数

（平成28年5月1日現在）

建築学科(昼間部) 40 49 80 93

建築学科(夜間部) 20 21 40 42

福祉住環境デザイン学科 （募集停止） － － －

計 60 63 120 135

映像情報学科 （募集停止） － － －

計 （募集停止） 0 0 0

動物看護学科  ３年制 30 7 90 27

　　　  〃　　２年制 20 26 40 46

トリミング学科 40 24 80 42

ドッグトレーニング学科 40 22 80 49

アクアリウム学科 40 38 80 73

計 170 117 370 237

230 180 490 372

専攻科 建築学科専攻科 10 12 10 12

研究科 動物系総合学科研究科 10 11 10 11

（単位：人）

収容定員 在学者数

工業
専門課程

合計

課程・学科名 入学定員

商業実務

専門課程

文化・教養
専門課程

入学者数

（平成28年5月1日現在）

校長 教員 教員　計 事務職員

（単位：人）

121 12 13

学生・教職員数
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■事業活動収支  

（単位：千円）

年度　

科目

326,059 322,572

250 66

64,660 3,982

計 390,969 326,620

297,796 219,248

78,594 71,513

33,709 26,053

0 0
計 410,099 316,814

-19,130 9,806

収 10 20

支 0 966
　教育活動外収支差額 10 -946

-19,120 8,860

収 0 905

支 0 120

0 785

基本金組入前収支差額 -19,120 9,645

基本金組入額合計 0 -35

当年度収支差額 -19,120 9,611

２８年度

予算額

前年度

決算額

教

育

活

動

収

支

収

入

学生生徒等納付金収入

経 常 費 等 補 助 金

そ の 他 収 入

特

別

資 産 売 却 差 額 等

資 産 処 分 差 額 等

　特別収支差額

支

出

人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

そ の 他 支 出

教

活

外

受 取 利 息 等

借 入 金 利 息 等

　教育活動収支差額

　経常収支差額

■施設設備計画

（単位：千円）

事業名 金額

第三校舎２階キャットルーム設置 500

財務関係


